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重徳和彦議員

立憲民主党は、緊急経済対策において、低所得の子育て世帯の給付金では対象とならない、

ワーキングプア・低年金者への5万円の臨時給付金と、消費税の時限的5％引き下げを打ち出し
ていますが、政府の今回の緊急対策では、なぜコロナ予備費を使った低所得子育て世帯給付金

のみ支出し、同じように支援が必要な他の方々への給付金のための補正予算を組まないのです

か。コロナ予備費の使途は、予算総則に厳格に規定されています。今回の支出が全てコロナ対

策と言い切れますか。観光推進への90億円が認められるなら、他の何にでも充てられるのでは
ないですか。現に令和2年度の予備費には不透明な使途が明らかになっており、我が党は一般
予備費・コロナ予備費に反対しました。政府はこれまで8億8200万回分のワクチンに使われた支
出の詳細を、国会の場で明らかにしてください。さらに今年2億回分の増産要請をした抗原検査
キットのうち、9割が出荷されていないという事例も発生しています。このまま1億8000万回分が
余剰在庫となれば、政府が買い取る費用に予備費929億円が充てられることになるのでしょう
か。答弁を求めます。

岸田総理

今回の総合緊急対策においては、真に困窮されている方々に対するきめ細かな支援を、予備費

を活用して迅速にお届けすることとしております。コロナ予備費の使用については、観光推進の

事業も含め、個別具体の事業内容について、予算総則に定められた趣旨に該当しているか判断

した上で、適切に使用決定をしております。新型コロナワクチンについては、これまで約2.4兆円
の予算措置により、計8億8200万回分を確保してきています。抗原定性検査キットについては、
既に1.3億回分の買取費用を予算措置しており、今後、在庫量に応じて適切に買い取ることとな
ります。

重徳和彦議員

立憲民主党は、我が国の議会制民主主義の根幹部分を崩壊させる岸田内閣から、国民主権や

国民生活を守り抜き、「生活安全保障」を実現していきます。与党議員のみなさん、立法府の一

員として、この恥ずかしい補正予算を是としないでください。野党各党の皆さん、結束して政府与

党に対抗し、自民党内の政権たらい回しではなく、本物の政権交代を目指してまいりましょう。ご

清聴ありがとうございました。
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